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「意欲的に課題を追究し、よりよい自分を築いていく子の育成」 
～保健領域における主体的・対話的で深い学びによる課題解決的な学習を目指して～ 
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１．はじめに 

本研究部では、課題解決的な学習の過程を通して生涯にわたって健康で安全な生活を送ろうとする

「意欲や態度」「思考力、判断力、表現力等」「知識及び技能」といった資質・能力の育成を図り、適

切な意思決定や行動選択、表現力や実践意欲を育成していくことを基本的な考え方としている。 

 保健研究部の過去５年間の研究は、次の通りである。 

 

これまで、保健領域についての理論研究をもとに、保健研究部の部員による実践提案を通した活発

な議論と、市一斉授業研による検証により、たくさんの成果が明らかになってきた。さらに、もっと

授業をよりよくしていこうという部員一人ひとりの次への課題の発見が、次年度の研究課題へとつな

がり、三つの資質・能力の育成に向けて取り組むことができた。 

 以上のことから、令和５年度も ①教師のしかけ ②単元構想 ③学習カード をベースに研究を進め、

次に掲げる研究課題を通して児童が実践的・課題解決的に学習を進めることができるように研究を進

めてきた。 

２．研究の概要やねらい 

本研究部の研究課題 

 保健領域における主体的・ 

対話的で深い学びとなるよ 

うな課題解決的な学習を展 

開することで、健康の大切 

さを実感しながらよりよい 

自分を築いていく子を育む。 

学習指導要領では、教科等 

の目標が３つの資質・能力に 

基づいて明らかにされ、主体 

的・対話的で深い学びの実現 



に向けた授業改善を実施することが求められている。そのために、各教科等の特質に応じた見方・考

え方を働かせることの必要性や、組織的・計画的に各校の教育活動の質の向上を図っていくこと（カ

リキュラム・マネジメントの推進）が求められている。 

子ども達が体育や保健の見方・考え方を働かせ、指導内容を身に付けていく過程の中で、変化の激

しいこれからの社会を生きていく力（「生きる力」）を育てていくために、私たちはどのような授業を

することが求められているのか、児童の知識や思考を揺さぶる授業について、保健領域を通して考え

ていきたいと考え、上記の研究課題を設定した。 

 そこで、今年度は課題解決的な学びの過程の中でも特に「課題の発見・把握」にスポットを当て、 

視点① 子どもが主体的に課題解決に向かう導入や発問の工夫 

    （子どもが主体的に取り組むことのできる課題との出会い方や知識や思考を揺さぶる切返しなど） 

視点② 課題解決的な学習の進め方 

の２つの視点を追究してきた。 

３．研究について 

視点① 子どもが主体的に課題解決に向かう導入や発問の工夫について 

 

 

【M(ﾓｼﾞｭｰﾙ)を活用した学習の入り口と出口】 

これから始まる保健の学習を楽しみにする気

持ちや大切に思う気持ちをもって学習に臨ん

でほしいと思い、単元の前後 1M ずつ時間を

とった。 

保健は健康に生きていくための力を身につ

ける学習であることや、自分の将来のことに

ついて話し合ったことで、「学習が楽しみ」「健

康でいたい」など、これからの保健の学習や

自分の将来への期待感を高めることができ

た。 

単元の終わりの振り返りにあたる出口では 

「将来の夢のために健康でいたい」「自分のた

めにも頑張りたい」「これからの保健が楽しみ

になった」など、将来的に健康でありたいと

いう願いや、今後の学習へ期待がさらに高ま

り、自分の健康観のアップデートに繋がった。 

 

【保健の学習の大切さを実感できるための種ま

き】 

単元構想：体育科保健領域の学習を中心に学

校生活のあらゆるものの中で、学習につなが

るかもしれない事柄を指導計画に盛り込んで

おくという考え方 

子どもの見取り：一般級でも子どもたちの健

康課題を把握したり、傾向や特徴を把握した

上で学びをデザインしたりしていくことはか

なり有効的だった。「個別最適な学び」のヒン

トにもなった。 

 

単元構想×子ども理解＝種まき 

→総べての時間は健康教育につながってい

るということが見えてきた。 



視点② 課題解決的な学習の進め方について 

 

 

【学習計画に合った「発問」の工夫】 

３年生の第一時。本時目標へ向かうための

主発問は意図的に 2 段階にした。保健の学習

を初めて迎える 3 年生は、「健康って元気なこ

と?」といった程度の感覚的で抽象的なとらえ

の子が多いので、まず第一段階として、「健康

とはどんな状態か」という点をクリアーにす

る発問をかけ、第二段階として、本時目標と

なる真の学習課題を引き出す「健康のひけつ

とは何か」という発問をかけ、学習課題を設

定した。 

主発問を 2 段階にすることで、自然な思考

の流れで 2 の主発問に繋げることができ、ス

ムーズにその後の活動に移ることができた。 

 

【無意識を意識化する補助発問や子どもが疑

問をもてるような補助発問】 

同じ時間の中で、全体共有の中で子ども自

身にとっての運動とは何かを質問したり、ま

た自分達の考えの根拠は何なのかを聞いたり

し、揺さぶりをかけた。何となくそう思って

いた事に対しても「自分にとってはこうだ」

「本当にそうなのかな」「何が正しいのかな」

と改めて考えることにつながった。 

 

【課題解決的な学習の可視化の有効性】 

可視化の具体＝「板書と学習カード」 

どの時間も板書と学習カードはその構造が

リンクしており、課題解決的な学習のプロセ

スに沿っているものになるように努めた。 

 

学習のプロセスとは、「課題の発見・把握」

「課題の追究」「解決・まとめ」「ふりかえり」 

(枠内の赤字が、それぞれの段階でのポイント） 

構造化された学習展開は、「どの場面でどのよ

うな姿を見とるのか」という意図的な評価も

しやすくなる。 

 

【チーム健康教育】 

通常は、担任が一人で授業を指導していく

ことが多いが、保健領域の特性上、学習内容

に応じて、様々な立場の人が、人的資源とし

て学習を支えることも学びを深めたり広げた

りすることにつながる。担任やクラスメイト

以外の「人」も課題の解決のための生きた資

料になる。 

どこまでできるかは学校の実態によるが、

担任と同じように、一緒になって子どもたち

の健康課題に向き合ってくれる存在は貴重で

ある。一緒に教材研究を深め、一緒に授業を

つくっていく機会がもてれば、その効果が高

まることもはっきりとわかった。 



４．研究の成果と課題 

【成果】 

〇子ども達が主体的に課題解決の 

土俵にのるために大切なのが、 

「こうなりたい」という願いで 

ある。その思いをもって学び始 

めることが主体性に火をつける。 

１Mで導入を工夫することができ 

た。 

〇子どもたちの主体的な学びを継 

続させるのに欠かせないのが、やはり教師の意図的発問である。発問は目標に向かって自走する子

どもたちをレールに乗せて引っ張るのではなく、途中、脱線しないように、でもきちんとゴールに

辿り着けるようにガードレールのような役割をもつものになっているかがポイントであるというこ

とがわかった。 

〇単元構想と子ども理解をもとにした学習のデザインの大切さ。課題解決的な学習展開になっている

かどうかをしっかり点検しながら授業改善を行なうことも積み重ねができた。 

◎「見方・考え方」を働かせて高めた資質能力をもって、「よりよい自分を築いていく」第一歩を歩み 

出せた、まさに自分の夢を叶えるために大切なのが健康であることを実感している姿をみることが 

できた。 

【課題】 

▲子どもが主体的に課題解決をして 

いる授業を目指して、もっと 

「子どもに学習を委ねる」ことを 

意識していくという点に課題が残 

った。教師がガードレールになる 

ような授業でのファシリテーショ 

ンの具体を考えていきたい。 

▲発問の言葉・タイミング・種類の 

精査についても、「学習課題の解決に添った主発問」「子どもの無意識を意識化する補助発問」「子ど

もの「今」を掴む鮮度のある補助発問」など、主発問と補助発問の整理分析にまだまだ必要感を感

じている。 

▲課題解決的な学習に不可欠な時間として、ふりかえりの時間を充実させることにも課題が残った。 

ふりかえりは、自分自身の健康観をアップデートさせるために大変重要な時間である。５分でも、

３分でも、しっかりと時間をとって学びを個別化させていくためにできる学習展開の工夫や振り返

りの中身についての研究も考えていきたい。 

▲学習カードのさらなる進化の可能性も探っていきたい。学習カードは、その単元を終えたら、その 

役目を終えてしまうことも多い。デジタルを生かしながら、キャリアパスポートのように次の学年 

でも自身の生きた資料として、引き継いでいくことは出来ないだろうかと考えている。 

■今後は、「子どもに委ねる学習展開」「発問の工夫」「ふりかえりの充実」に視点を置きながら研究を

していきたい。 

〇成果〇 

▲課題▲ 


